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宇宙探査の目的 

フロンティアへの挑戦 
 
① 未踏峰への挑戦（科学） 

 日本の科学技術により限界性能に挑戦し、人知の未踏領域を探り、世界を先導す
る最先端能力と知識を獲得する。 
 

② 人類の活動領域の拡大 
 人類が直接訪問できる宇宙空間・天体への到達と、観測や先行調査を行い、人類
の活動領域の拡大につなげる。 
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地球低軌道 
スペースシャトル、スペースラブ 

 

ミール 

ISS 

マーキュリー、ジェミニ 

ボストーク 

ソユーズ 

民間ロケット 

   フロンティアへの挑戦（人類の活動領域の拡大）  



国際宇宙探査 

*参加15機関： ASI（伊）、CNES（仏）、CNSA（中）、CSA（加）、CSIRO（豪）、 DLR（独）、
ESA（欧）、ISRO（印）、 JAXA（日）、KARI（韓）、NASA（米）、Roscosmos（露）、 
SSAU（ｳｸﾗｲﾅ）、 UKSA（英）、UAE Space Agency （UAE） 

■国際宇宙探査協働グループ 
（ISECG： International Space Exploration Coordination Group) 

国際協働による有人宇宙探査に向けて宇宙機関間で技術
検討を行うグループ。 

2007年に結成、15の宇宙機関が参加。 

 

 

 

  ISSに始まり、月周辺の有人探査を経て火星に至る、
「実現可能で持続可能」を目指した国際有人宇宙探査の
ロードマップを公表。 

 

 国際宇宙探査ロードマップ 
（GER: Global Exploration Roadmap） 
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国際宇宙探査ロードマップ 

ISS 

月・火星・小天体 
無人探査 

月近傍 
有人探査 

火星 
有人探査 

2030年代 



 新たな国際パートナーの参加  

• 中国、インド、UAEなどこれから本格的に宇宙探査
を目指そうとする多くの国々が参加。 

 地球軌道から月・火星の表面へ 

• 地球を周回する宇宙ステーションから、月や火星
の表面探査に活動領域を拡大。 

 民間による有人宇宙活動が本格化 

• 地球軌道は民間による活動が本格化。さらに月火
星へ。 
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これからの宇宙探査は？ 

特定の国の宇宙機関だけでなく民間企業も含めた、
全人類として、月・火星に活動領域を広げる時代へ 
 

 国際宇宙探査フォーラム(ISEF#2) 来年＠東京 
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①自動車、航空機
（ドローン）分野の
電化技術 
 

②無人化・自動化
された建設技術 
 

③新たなプロセス
による建築資材制
作技術 

事業化は企業が担当 

FY27から、31社、20大学
研究機関が参加中！ 

宇宙実証はJAXAが担当 

事業化事例 
 

①移動型探査ロ
ボットのアクチュ
エータ 

 

②月面・火星基
地の無人化施工 

 

③月面・火星基
地用資材を現地
で製造するシステ
ム 

宇宙探査事例 

宇宙探査シナ
リオ・ミッション
の実現 

社会課題の解決 
産業競争力向上 

   宇宙探査イノベーションハブの取組み 
     （オープンイノベーション） 



宇宙と地上の融合によるイノベーション 
 日本が得意とする技術を発展 
 宇宙探査に応用 
 地上の産業競争力も向上 

住む 
建てる 

•遠隔操作による無人建設 
•軽くて大きなショベルカー 

作る 

•水を使わないコンク
リート 

•砂からの資源抽出（水
や鉱物） 

•昆虫型ロボットによる広域探査 
•小さくてもパワーの出せるモータ 
•僅かな水を検知するセンサー 

無人施工技術 災害用ロボット 

日本が得意とする地上の最先端技術の応用 地上の産業競争力向上 

現地生産資材 （C) NASA 
（C) 東急建設 
（C) 鹿島建設
（C) タカラトミー 
（C) ispace 
 

建機の遠隔操作 

•再生可能な燃料電池 
•燃料保存断熱タンク 
•植物生産 
•放射線防御 
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昆虫型ロボット 

探る 



地球 月 火星 

半径（km) 6378 1737 3394 

重力加速度 
1.0g 

(9.78m/s2) 
0.17g 

(1.62m/s2） 
0.38g 

(3.69m/s2) 

自転周期 23.93時間 27日7.7時間 24.62時間 

大気圧 101.3kPa 10-10～10-7kPa 0.7～0.9kPa 

大気組成 窒素78% 
酸素21% 

－ 
二酸化炭素95% 
窒素2.7% 

表面温度 
平均15℃ 

(-70～+55℃) 
-23℃ 

（-230～+120℃） 
-60℃ 

（-140～+20℃） 

地球、月、火星の比較 
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水のあるところ 
• シャックルトンクレータの底は永久影であるが、深さ4000ｍと深く、
もし水氷が見つかったとしても、水汲みは困難？ 

• そのためもっと条件の良い場所（日照領域近傍の浅いクレータの
底など）を見つける必要がある。 
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シャックルトンクレータ 

富士山 



月面拠点検討例 

月面拠点想像図（JAXA） 
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テーマ：無人で有人拠点を建設する 
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宇宙探査へのチャレンジ 
「全指令型」から「自動・自律型」に変革し、情報でつながるが独立
性の高い自立した宇宙探査を目指します。 

必要な技術 
軽薄短小志向の宇宙技術と重厚長大な建設技術をICT技術や材料技術
をキーワードとして融合し、イノベーションを生み出すことを目指し
ます。 

地上展開へのチャレンジ 
 

雲仙普賢岳無人
化施工（NPO法
人 土砂災害防止
広報センター） 

情報化施工 
（日立建機ホー
ムページより） 

宇宙だけでなく、地上の建設作業、
超遠隔地や海底・地下などでの利用
につなげていく。 

    『自動・自律型』探査技術 
建てる 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://www.hitachi-kenki.co.jp/service_support/support/ict/&ei=l--YVaGqMNPq8AX8ureIBg&bvm=bv.96952980,d.dGc&psig=AFQjCNFSEfClnQgCgugVTBf7DadJtYEdPA&ust=1436172562217628


第1回RFP採択機関、 
鹿島建設株式会社による新聞一面広告； 
朝日新聞、毎日新聞、読売新聞、産経新聞にて掲載 

鹿島建設による新聞一面広告 

“次の現場は、宇宙です。" 
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建てる 
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どうもありがとうございました。 
ご意見お願いします。 

 

  50年後、月や火星で人類は何をしていると思いますか？ 
  どんなことが実現して欲しいと思いますか？ 

 
  皆さん（のお父さん、お母さん）の会社で取り組めそうな技
術を考えてみてください。  


